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刷 諫早市社会福祉協議会だより「かんしゃ」では、広報誌に関するご意見、地域で行われる福祉活動や行事の情報を皆様から募集しています。
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諫早市地区社協会長会議
令和３年度　第１回地区社協活動の更なる充実を目指して

キラリ　と光る取り組みキラリ　と光る取り組みキラリ　と光る取り組み
【活動事例 1】

絵手紙や塗り絵を通じた交流
～森山町田尻「干拓いきいきサロン」～

　「干拓いきいきサロン」では、新型コロナウイ
ルス感染症対策のため昨年４月、５月の活動を休
止。休止期間中に、利用者とボランティアとのつ
ながりを保つため、ボランティアから利用者へ絵
手紙を送り、手作りマスクや塗り絵を配りました。

　塗り絵を配る際は、色鉛筆も併せて配布。活動
の再開時に、各利用者が作成した塗り絵を持ち寄
って鑑賞し、再会した喜びを分かち合いました。
世界に一つだけの塗り絵は
額に入れられ、利用者の自
宅に飾られています。サロ
ンを再開した今でも、自宅
でできる活動として続けら
れています。

【活動事例２】
サロン利用者と施設入所者との交流
～高来町汲水「山道よつば会」～

　「山道よつば会」では、今年７月に、清和福祉
会みらいホームの職員と利用者を招き、新聞紙を
使った紙袋の作成を通した交流を行いました。

　この活動のきっかけは、同サロンのボランティ
アが、レクリエーションとして、同施設に紙袋作
製の指導を相談したこと。
　同施設の入居者の中には、高来町出身の方もお
り、サロン利用者との久しぶりの再会に話が咲き
ました。山道サロンでは、指先の運動で今後も取
り組んでいく予定。清和福
祉会も地域の要望があれば
出向き、紙袋作成の活動を
伝えるとのこと。地域の社
会資源を活用した取り組み
となっています。

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました

令和３年８月１日～令和３年８月31日受付分

次の皆様から、心温まるご寄付をいただきました。
ご厚志に沿うよう地域福祉事業のため大切に使わせていただきます。

篤志寄付 ▶山口　史彦 様（永昌町）

▶山口　勝　 様（多良見町）【亡父　義友 様】
▶八田　幸世 様（原口町）　【亡夫　富士雄 様】
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　７月27日(火)、市内20地区の地校区社協会長・事務局長が一堂に会しました。地域福祉に参加する
新たな人材の確保、生活支援ボランティア活動への取り組みなどの課題を共有しました。
　市内で行われているコロナ禍における地域の見守り活動の紹介もありましたので、ふれあいいきいきサロ
ンの活動を例に、普段行われている活動にひと工夫を加えた人と人とのつながりを深める活動を紹介します。

ここが一工夫！

ここが一工夫！

思い思いに描かれた塗り絵 新聞紙から紙袋に
生まれ変わりました

～自分のために　みんなのために～
新型コロナウイルス感染予防の取り組み
マスクを着用
しましょう

うがいや手洗いを
念入りにしましょう

10 月のふれあい福祉相談
　日常生活における様々な心配ごと・悩みごと
など、何でもおたずねください。

　財産、権利擁護など、法律上の悩みごとなど
をおたずねください。

一
般
相
談

開 設 日
開設時間

場　　所

月曜日～金曜日（祝祭日を除く）
午前10時～午後３時
ふれあい福祉相談センター
（諫早市社会福祉会館内）
【専用電話】23－7022

無
料
専
門
相
談

開 設 日
開設時間

場　　所

10月22日(金)　司法書士

午後１時30分～４時
諫早市社会福祉協議会
電話　24－5100

※専門相談は、10日前までに予約をお願いします。

香典返し
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